




はじめに

　藤前干潟の埋立計画を断念し、「ごみ非常事態宣言」を発表してから

17 年以上が経過しました。

　この間、徹底した分別・リサイクルの取り組みにより、ごみ処理量を

4 割、埋立量を 8 割削減するとともに、「ごみも資源も、元から減らす」

発生抑制の取り組みにより、ごみと資源を合わせた総排出量も 2 割削減

することができました。

　これもひとえに、市民・事業者の皆様のご協力と地域役員の皆様の献

身的なご尽力の賜物です。あらためて、この間の皆様のお力添えに心か

らお礼を申し上げます。

　一方で、広報不足や分別区分変更等により、プラスチック製容器包装、

紙製容器包装の資源分別率が低下しており、ごみ処理量は近年、62 万

トン前後で推移し、横ばいの状況です。

　新たに策定した「第 5 次一般廃棄物処理基本計画」では、「市民・事

業者・行政が共に学び、共に行動し、持続可能な循環型都市をめざしま

す。」を基本理念とし、ごみ処理量をピーク時から半減させる目標を掲

げました。

　ごみ非常事態宣言以降の大幅なごみ減量を支えた名古屋の財産である

協働をベースに、市民の皆様、事業者の皆様とともに本計画を着実に進

め、「なごやの環境」を持続可能な状態で次世代に引き継いでいきたい

と思っております。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

　　平成 28 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　                       名古屋市
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第２章　ごみ処理の現状

人口と世帯数等の推移
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第３章　第4次一般廃棄物処理基本計画の総括
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施策の実施状況

計画の進捗状況

現状を踏まえた課題の整理

１

２

３

４

21

23

29

３３

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

第４章　将来予測

人口と世帯数の見通し
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第５章　計画の基本理念と目標

基本理念
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第６章　循環型都市実現に向けた施策
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第１部　ごみ処理基本計画

※　「名古屋市一般廃棄物処理基本計画」は、「ごみ処理基本計画」と「し尿等処理基本計

画」から構成されています。
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第２章　策定の基本方針
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第２部　し尿等処理基本計画

第３章　処理計画

し尿等の処理量の将来予測

水洗化等普及促進
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